
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 三橋 中学校 ）     学校番号 ２２４                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 子どもが行きたい学校 保護者が行かせたい学校 教職員がやりがいを感じられる学校 地域が信頼を寄せる学校        

          

重 点 目 標 

１ 教育ＤＸを踏まえた、一人一台端末を活用した個別最適な学びの実現及び基礎学力の向上 
２ 生徒指導・教育相談の充実を基盤とした、自他の人権を尊重する安心・安全な学校の具現化 
３ 学校運営協議会と連携し、コミュニティ・スクールとしての成長及び開かれた学校の推進 
４ 教職員の指導力向上を図るとともに、Well-Being な職場の構築の推進 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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※

学

力

向

上 

〈現状〉 

○令和３年度全国学力・学習状況調査では、国

語、数学ともに全国、市平均と比べ概ね良好な

結果である。 

○令和３年度さいたま市学習状況調査において、

学習に対する関心・意欲に関する質問に肯定的

な回答をした生徒の割合は、市平均と比べ国

語、社会、数学、グローバル・スタディでやや

高く、理科でやや低い。 

○授業にしっかりと取り組み、グループワークや

ペア学習に意欲的に取り組む生徒が多い。 

〈課題〉 

○令和３年度全国学力・学習状況調査から、国語

の「書くこと」及び数学の「数量や図形などに

ついての知識・理解」が市平均よりやや低い。 

○理科への関心・意欲がやや高まっておらず、授

業内容を生徒の生活と関連付けながら、興味・

関心を高めるようにすることが課題である。 

・一人一台端末

を 活 用 し た

「主体的・対

話的で深い学

び」及び個別

最適な学びの

実現 

①一人一台端末を効果的に活用した研究

授業や公開授業を実施し、研究協議

を行うことで授業の質を向上させ

る。 

②ドリルパークやスタディサプリ、デジ

タル教科書などのデジタル教材を学

校や家庭学習で活用し、基礎学力の

向上を図る。 

①全ての教科において、一人一台端末を

活用した研究授業や公開授業を実施

することができたか。 

②学校評価（生徒）項目「授業は楽しく

わかりやすいか」等において、肯定的

な回答を８割以上とすることができた

か。 

①全ての教科において、一人一台端末を活用

した研究授業や公開授業を実施することが

できた。 

②学校評価（生徒）項目「授業は楽しくわか

りやすいか」等において、肯定的な回答を

９割以上とすることができた。 

Ａ 

・基礎学力の定着に引き続き取り組み

たい。生徒アンケートによると、一

人一台端末を活用すると、「学習に

取り組みやすい」と回答した生徒が

９割以上いたことを踏まえ、端末を

活用した個別最適な学びを更に推進

し基礎学力等を定着させたい。 

 生徒は、落ち着いた環境の中で

授業を実施している。学校は、

GIGA スクール構想の実現を図る

とともに、各教科等において積

極的に一人一台端末を活用して

おり、校内の ICT 環境の充実や

生徒の ICT スキルの向上のみな

らず、個別最適な学びの具現化

に努めている。従来の手書き等

で進めてきた学習方法の良い点

を生かしつつ、ICT を効果的に

活用した学習方法を充実させ、

更なる学力の向上を期待する。 

・「ＳＴＥＡＭ

Ｓ ＴＩＭＥ」

の実施による

探究的な学び

の実現 

①「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」でＰＢＬ

とプログラミング的思考を取り入れ

た探究的な学びの単元を創出し、実

施する。 

②教員と生徒が共に学び、試行錯誤しな

がら現代的な課題解決を目指すプログ

ラムを実施する。 

③課題解決学習を展開する中で、理科へ

の興味・関心が高まるようにする。 

①本校における課題解決学習のプログラ

ムを創出することができたか。 

②学校評価（教職員）項目「生徒と共に

探究的な学びを実施することができた

か」等において、肯定的な回答を８割

以上とすることができたか。 

③「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」実施後の

アンケート「理科への興味・関心」に

係る項目において、肯定的な回答を８

割以上とすることができたか。 

①新たな課題解決学習のプログラムを創出で

きなかったが、各学年がテーマに沿って課

題解決学習を実施することができた。 

②学校評価（教職員）項目「探究的な学びを

実施することができたか」において、肯定

的な回答を８割以上とすることができた。 

③「理科への興味・関心」に係る項目におい

て、肯定的な回答は７割であった。引き続

き取り組みを推進したい。 

Ｂ 

・今年度の「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」

の実施については、市教委のモデル

プログラムを実施した。今後は教職

員のＳＴＥＡＭＳ教育への研鑽を更

に深め、本校の実態に応じた課題解

決学習のプログラムを創出し、探究

的な学びを推進したい。 

2 

 
※

安

心

・

安

全 

〈現状〉 

○令和３年度さいたま市学習状況調査において、

「学校に行くのが楽しい」の質問に肯定的な回

答をした生徒の割合は、全ての学年で市平均を

上回った。 

○昨年度、施設・設備の不具合が原因のケガは０

件だった。 

〈課題〉 

○一人ひとりに寄り添いながら、組織的な支援・

相談をする体制を継続しているが、複雑な家庭

環境を抱える生徒もいることから、より積極的

な専門機関との支援体制の構築が課題である。 

○教職員のみならず、生徒自身が自ら危険を予測

できる力をはぐくむことが課題である。 

○感染対策に重点を置いたさらなる学校生活の見

直し、改善が課題である。 

・いじめや不登

校 の 未 然 防

止 、 早 期 発

見、早期解決

のための校内

体制の充実 

①生徒一人ひとりの心の状態や人間関係

等を把握するためのアンケートを年

間６回以上行い、生徒面談を実施す

る。 

②週に１回の生徒指導員会及び教育相談

員会を開催し、生徒の状況を細かに

情報共有するとともに、支援体制の

確認、適切な支援を実施する。 

①学校評価（生徒）項目「先生は、悩み

や相談に親身になって応じてくれる

か」等において、肯定的な回答を８

割以上とすることができたか。 

②学校評価（保護者）項目「学校は、生

徒から相談されたことに適切に対応し

ているか」等において、肯定的な回答

を８割以上とすることができたか。 

①学校評価（生徒）項目「先生は、悩みや相

談に親身になって応じてくれるか」におい

て、肯定的な回答を９割以上（99.3%）とす

ることができた。 

②学校評価（保護者）項目「学校は、生徒か

ら相談されたことに適切に対応している

か」において、肯定的な回答を９割以上と

することができた。 

Ａ 

・生徒指導・教育相談キャッチフレー

ズ「よりそう かかわる かわいが

る」に基づく共通理解・共通行動を

実践し、各事案に対して組織的に対

応し、事案解決することができた。

引き続き、いじめや不登校の未然防

止、早期発見、早期解決のための校

内体制を充実させたい。 

 ・いじめ対策については、学校

は、いじめの早期発見･早期解

決、未解決ゼロに向けてよく取

り組んでいる。いじめは潜在化

させず顕在化したほうが良い。

生徒はあいさつが良くできてお

り、校内の雰囲気も良い。生徒

の悩みに対する教員の関わり方

に関するアンケートの肯定的回

答が高く安心した。 

・交通安全については、今年度は

大きな事故が無く安心している

が、引き続き、学校･家庭･地域

が一体となって生徒の安全を守

っていきたい。  

・安全な生活に

主体的に取り

組む生徒の育

成に向けた取

組の充実 

①校内におけるケガの発生場所、件数、

原因などを分析し、生徒と結果を共

有できるようにする。 

②感染対策に重点を置いた設備の充実を

図る。 

①学校評価（生徒）項目「以前より安全

を考えて行動するようになったか」

等において、肯定的な回答を８割以

上とすることができたか。 

②学校評価（教職員）における関連する

項目において、肯定的な回答を８割以

上とすることができたか。 

①生徒が主体的に校内安全マップを作成する

ことができた。学校評価（生徒）項目「以

前より安全を考えて行動するようになった

か」等において、肯定的な回答を８割以上

とすることができた。 

②学校評価（教職員）における関連する項目

において、肯定的な回答を９割以上とする

ことができた。 

Ａ 

・安全な生活に主体的に取り組む生徒

の育成に向けた取組を実施すること

ができた。今後は、地震災害のみな

らず、豪雨災害の発生に備えた、避

難訓練や防災教育を推進したい。 
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※ 

開

か

れ

た

学

校 

〈現状〉 

○昨年度、三橋小・中学校運営協議会準備委員会

を立ち上げ、目指す子どもの姿について熟議す

ることができた。 

○コロナ禍において、保護者や地域に対して制限

された行事や学校公開の実施となった。 

〈課題〉 

○今年度の学校運営協議会において、目指す子ど

もの姿の実現に向けて、家庭、地域などに広

め、共有できるようにする。また、さらに熟議

を積み重ね、その実現に向けた方策を定め、継

続的な行動に踏み出す。 

○コロナ禍においても、オンライン等を活用した

積極的な教育活動の公開が課題である。 

・学校運営協議

会を通じた地

域、保護者と

の信頼関係の

構築 

①学校運営協議会を年３回以上実施す

る。 

②本校ＨＰに、新たに「学校関係者専

用」ページを作成し、目指す生徒の姿

等を広く、家庭や地域と共有できるよ

うにする。 

①学校運営協議会を年３回以上実施する

ことができたか。 

②学校評価（保護者）項目「学校は、地

域や保護者と連携・協力している」か

等において、肯定的な回答を８割以上

とすることができたか。 

①コロナ禍により第２回は資料開催となった

が協議会を年３回実施することができた。 

②学校評価（保護者）項目「学校は、地域や

保護者と連携・協力している」において、

肯定的な回答を９割以上とすることができ

た。 

Ｂ 

・第２回協議会が資料開催となり、 

各委員に学校の様子を直接ご覧いた

だく機会を設定することができなか

った。引き続き、協議会及びＰＴＡ

を通じた地域、保護者との信頼関係

の構築を推進したい。 

 学校運営協議会で熟議し決定し

た、三橋学区で目指す児童生徒

像の確立の意義は大きい。健や

かな児童生徒の育成に向け、今

後も家庭と地域が学校に協力し

ていく。コロナ禍においても、

学校から定期的な電話連絡や学

校だよりの配付があり、学校の

様子はよくわかった。また、数

年ぶりに PTA が主催するボラン

ティア活動を開催できてよかっ

た。今後も更なる連携を図って

いきたい。 

・コロナ禍にお

け る 学 校 行

事・学校公開

の充実 

①感染対策を講じ、オンライン等を活用

しながら、可能な限り保護者や地域

に学校行事を公開する。 

②本校ＨＰに、新たに「学校関係者専

用」ページを作成し、教育活動や生徒

の様子を家庭や地域と共有できるよう

にする。 

①保護者や地域に学校行事を公開するこ

とができたか。 

②学校評価（保護者）における関連する

項目において、肯定的な回答を８割以

上とすることができたか。 

①地域の方に学校行事を公開することはでき

なかったが、保護者に体育祭や合唱コンク

ールを公開することができた。 

②本校ＨＰに関係者限定公開の情報ページを

開設した。学校評価（保護者）における関

連する項目において、肯定的な回答を８割

以上とすることができた。 

Ａ 

・コロナ禍における学校運営で培った

感染対策の方法等を講じて、昨年度

より学校行事・学校公開を充実させ

ることができた。より良い授業公開

の方法について検討したい。 

・ＨＰに開設した関係者限定公開の情

報ページについて周知が不足してい

たため、更なる周知を徹底したい。 
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※

教

職

員

の

資

質

向

上 

〈現状〉 

○研究主題「望ましい人権感覚をもち、自ら考

え、よりよく生きる生徒の育成～人権について

理解し、自他を認め合う活動をとおして～」を

設定し、学校課題研究を進める。 

○職場環境を整え、働き方改革を推進している。 

〈課題〉 

○生徒及び教職員の人権感覚を更に高めるための

取組を推進することが課題である。 

○職員の心身の健康を維持するとともに、時間外

在校時間を短縮させることが課題である。 

・教育活動全体

をとおした人

権教育の推進

及び人権教育

研修の実施 

 

・Well-Being な

職場の構築 

 

①定期的な校内研修員会を開催し、学校

課題研究を計画的・組織的に推進

し、校内研修を実施する。 

②人権教育の視点を踏まえた授業及び学

校行事を実施する。 

③教育ＤＸの実現を踏まえたＩＣＴを活

用した職場環境を整備し、業務の効率

化を図る。 

 

①年間３回以上の人権教育に関する研修

を実施することができたか。 

②学校評価（生徒・教職員）における人

権教育に関連する項目において、肯定

的な回答を８割以上とすることができ

たか。 

③学校評価（教職員）における職場環境

に関連する項目において、肯定的な回

答を８割以上とすることができたか。 

①年間３回以上の人権教育に関する研修を実

施し、教職員の人権感覚を醸成することが

できた。 

②学校評価（生徒・教職員）における人権教

育に関連する項目において、肯定的な回答

は９割以上とすることができた。 

③会議資料のペーパーレス化や職員室へのデ

ジタル掲示板の設置等、ICT を活用した職場

環境を構築した。学校評価（教職員）にお

ける職場環境に関連する項目において、肯

定的な回答は約７割であった。 

Ｂ 

・教育活動全体をとおした人権教育の

推進及び研修を実施し、市教委委嘱

の人権教育研究発表を開催した。引

き続き、学校全体で組織的に人権教

育に取り組み、教職員及び生徒の高

い人権感覚の水準を維持したい。 

・Well-Being な職場の構築を目指し、

教育ＤＸを踏まえた職場環境の構築

を推進したが、教職員の業務量はや

精神的負担の軽減を実現するための

更なる取組を検討したい。 

 ・人権教育の研究に取り組み、

生徒及び教職員の人権意識を涵

養したことは大変意義がある。

引き続き、三橋中学校の人権教

育を推進されたい。 

・若手教員が増える中、授業力

の向上に期待したい。 

・職員室の照明が遅い時間まで

点いている。働き方改革を推進

し、教職員の心身が健康である

ことが生徒の健やかな成長につ

ながるものと考える。 



 


